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Hokkaido University

H I S T O R Y

1886年	 3月	 -	 帝国大学令により大学院を規定

          12月	 -	 札幌農学校の研究生を制度化

1896年	 9月	 -	 札幌農学校の研究生制度を改正

1907年	 9月	 -	 札幌農学校を東北帝国大学農科大学に改組

1908年	 8月	 -	 東北帝国大学農科大学の大学院に関する規程を制定

1913年	 9月	 -	 東北帝国大学農科大学最初の大学院生4名

			     （坂村徹ら）が進学

1918年	 4月	 -	 東北帝国大学農科大学が北海道帝国大学として独立

	 9月	 -	 木原均が大学院に進学

          12月		 -	 大学院を修了した坂村徹が助教授として海外

				    留学へ、木原均が小麦研究を引き継ぐ

1920年	 4月	 -	 木原均が京都帝国大学理学部助手に就任

	 7月		 -	 坂村徹に理学博士号授与（東京帝国大学）

1921年 12月	 -	 坂村徹が農学部教授に昇任

1924年	 4月	 -	 木原均が新設の京都帝国大学農学部の助教授に

				    就任（1927年教授）

	 7月		 -	 木原均に理学博士号授与（京都帝国大学）

1930年	 4月	 -	 北海道帝国大学理学部創設、坂村徹が理学部教授に	

				    転出

1976年	 9月	 -	 北海道大学の小麦田圃の跡に小麦研究記念碑建立

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

三
十
円
の
月
給
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

　
一
九
〇
六
年
七
月
に
本
科
を
卒
業
し
た
宮
城

鐵
夫
︵
一
八
七
七
～
一
九
三
四
年
︶も
研
究
生
と

な
っ
た
︒
当
時
︑
日
露
戦
争
の
結
果
︑
日
本
は
南

樺
太
︵
サ
ハ
リ
ン
島
南
部
︶を
領
有
し
︑
札
幌
農

学
校
の
宮
部
金
吾
教
授
︵
植
物
病
理
学
︶が
樺
太

植
物
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
宮
城
は

そ
の
調
査
助
手
と
し
て
宮
部
の
樺
太
調
査
に
随

行
し
た
︒「
宮
城
農
学
士
は
極
め
て
頑
健
で
︑
艀

の
岸
に
着
か
ぬ
内
に
海
岸
に
飛
び
上
が
り
︑
脱

兎
の
如
く
叢
林
内
に
邁
進
し
て
奮
闘
し
」︑
海
藻

の
採
集
に
当
た
っ
た
︒
宮
城
は
そ
の
後
︑
沖
縄
に

帰
り
︑
教
育
界
・
農
業
界
で
重
き
を
成
し
た
︒

　
こ
う
し
た
例
か
ら
︑
札
幌
農
学
校
研
究
生
は
︑

学
校
や
教
授
に
都
合
良
く
使
わ
れ
て
い
た
側
面

が
多
分
に
見
ら
れ
る
︒
大
学
院
生
よ
り
は
研
究

ス
タ
ッ
フ
に
近
い
︒
し
か
し
︑
研
究
生
に
と
っ
て

は
貴
重
な
経
験
で
も
あ
っ
た
︒

大
学
院
に
お
け
る
研
究

　
一
九
〇
七
年
︑
札
幌
農
学
校
は
東
北
帝
国
大

学
農
科
大
学
ヘ
と
改
組
し
て
帝
国
大
学
に
昇
格

し
︑
翌
一
九
〇
八
年
七
月
に
は
大
学
院
に
関
す

る
規
程
を
定
め
た
︒
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学

の
最
初
の
大
学
院
生
は
︑
一
九
一
三
年
に
進
学

し
た
坂
村
徹
︵
植
物
学
︶︑
中
島
広
吉
︵
林
学
︶︑

市
川
厚
一
︵
畜
産
学
︶︑逸
見
文
雄
︵
農
芸
化
学
︶

の
四
名
で
あ
る
︒

　
坂
村
徹
︵
一
八
八
八
～
一
九
八
〇
年
︶は
大
学

院
進
学
前
か
ら
︑
染
色
体
の
形
態
学
的
な
研
究

を
行
っ
て
い
た
︒
農
科
大
学
三
年
生
の
一
九
一
二

年
十
一
月
︑恵
迪
寮
が
開
催
し
た
言
論
集
会
「
開

識
社
」で
「
遺
伝
物
質
の
運
搬
者
」と
題
し
た
講

演
を
行
っ
た
︒
当
時
︑
予
科
一
年
級
に
在
学
し
て

小
麦
研
究
記
念
碑

　
帰
国
し
た
坂
村
は
︑
後
に
農
学
部
教
授
か
ら

新
設
の
理
学
部
の
植
物
学
講
座
教
授
に
転
出
し
︑

植
物
生
理
学
の
分
野
で
多
大
な
業
績
を
上
げ
︑

一
九
七
六
年
に
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
を
受

け
た
︒
一
方
︑
木
原
は
間
も
な
く
京
都
帝
国
大
学

に
転
出
し
て
小
麦
の
研
究
を
続
け
︑
一
九
四
三

年
に
日
本
学
士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
し
︑
細
胞
遺

伝
学
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
一
九
四
八
年
に

は
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
︒

　
一
九
七
六
年
︑
北
海
道
大
学
創
基
百
年
に
あ

た
り
︑
坂
村
徹
と
木
原
均
に
研
究
材
料
を
提
供

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
小
麦
田
圃
跡
に
「
小
麦

研
究
記
念
碑
」を
建
立
し
た
︒
北
大
最
初
の
大
学

院
生
と
そ
の
研
究
を
引
き
継
い
だ
後
輩
の
研
究

物
語
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
︒

札
幌
農
学
校
の
研
究
生
制
度

　
日
本
の
大
学
院
の
始
ま
り
は
︑
一
八
八
六
年

の
帝
国
大
学
︵
後
の
東
京
帝
国
大
学
︶の
設
置

で
あ
る
︒
最
初
の
大
学
院
生
は
十
九
名
︑
法
学

八
名
︑文
学
四
名
︑理
学
三
名
︑工
学
四
名
で
あ
っ

た
︒

　
同
じ
年
︑
大
学
で
は
な
い
た
め
大
学
院
を
置

く
こ
と
が
で
き
な
い
札
幌
農
学
校
で
は
︑
本
科

卒
業
後
も
籍
を
置
い
て
研
究
を
続
け
る
「
研

究
生
」制
度
が
正
式
に
始
ま
っ
た
︒
一
八
八
六

年
十
二
月
制
定
の
「
札
幌
農
学
校
官
制
」で
は

研
究
生
に
つ
い
て
︑「
卒
業
生
中
学
力
優
等
才

能
抜
群
」の
者
に
学
資
を
支
給
し
︑
一
年
以
上

三
年
以
下
の
在
籍
期
間
に
は
「
学
術
ニ
関
ス

ル
諸
項
ヲ
調
査
」し
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
授
業

を
補
助
す
る
と
定
め
た
︒
札
幌
農
学
校
が
北

海
道
庁
か
ら
文
部
省
へ
と
所
管
替
え
と
な
っ
た

後
︑
一
八
九
六
年
九
月
施
行
の
「
札
幌
農
学
校

校
則
」で
は
︑
研
究
生
を
「
本
科
卒
業
生
ニ
シ

テ
既
修
ノ
一
学
科
ヲ
更
ニ
攻
究
セ
ン
ト
欲
ス
ル

者
」が
学
費
を
自
弁
し
て
︑
二
年
以
内
の
在
籍

期
間
に
「
攻
究
ノ
業
ニ
従
事
ス
ル
」と
定
め
た
︒

研
究
生
生
活

　
一
八
九
五
年
七
月
に
札
幌
農
学
校
本
科
を
卒

業
し
た
松
村
松
年
︵
一
八
七
二
～
一
九
六
〇

年
︶は
︑「
も
っ
と
昆
虫
の
研
究
を
続
け
た
か
っ

た
の
で
︑
研
究
生
と
し
て
学
校
に
残
る
こ
と
を

志
願
し
た
」と
回
想
し
て
い
る
︒
研
究
生
と
し
て

月
十
二
円
五
十
銭
の
学
資
金
の
支
給
を
受
け
︑

農
学
校
の
農
業
技
術
を
指
導
す
る
コ
ー
ス
「
農

芸
伝
習
科
」の
昆
虫
学
の
講
義
も
任
さ
れ
た
︒

一
年
後
︑
松
村
は
札
幌
農
学
校
助
教
授
と
な
り

い
た
木
原
均
︵
一
八
九
三
～
一
九
八
六
年
︶は
︑

こ
の
講
演
に
つ
い
て
「
細
胞
核
︑
染
色
体
に
つ

い
て
聞
い
た
最
初
の
学
術
講
演
で
あ
っ
た
︒
寮

生
一
同
の
感
銘
は
非
常
に
深
く
」と
回
想
し
て

い
る
︒
当
時
の
恵
迪
寮
の
文
芸
誌
﹃
辛
夷
﹄第

二
号
に
も
「
近
年
の
開
識
社
稀
に
見
る
の
大
雄

弁
な
り
」と
絶
賛
し
て
い
る
︒
坂
村
は
「
植
物
ニ

於
ケ
ル
遺
伝
及
ヒ
之
ニ
関
ス
ル
細
胞
学
攻
究
」

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
大
学
院
に
進
学
し
︑
小

麦
の
染
色
体
の
研
究
を
行
っ
た
︒
大
学
院
を
修

了
す
る
一
九
一
八
年
に
は
︑
小
麦
の
染
色
体
数

を
明
ら
か
に
す
る
画
期
的
な
業
績
を
上
げ
た
︒

大
学
院
修
了
後
︑
坂
村
は
東
北
帝
国
大
学
農
科

大
学
を
改
組
し
た
北
海
道
帝
国
大
学
の
助
教
授

に
就
任
し
︑
欧
米
留
学
に
赴
い
た
︒
留
学
の
た

め
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
小
麦
研
究
を
引
き

継
い
だ
の
は
︑
坂
村
と
入
れ
違
い
に
大
学
院
に

進
学
し
た
木
原
均
で
あ
っ
た
︒

「坂村君の遺伝性質の運搬者、遺伝は生物に 限る、人類改良論の如きは遺伝現象を基とす。吾人々類は一般の遺伝に関する研究を
必要とす、と前提として、科学上の知識の豊 富なる演説を細密詳細に述ぶること正に一時間と十分」（『辛夷』第2号、1912年12月）
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SCENE-16

  1.	 松村松年（1901年、大学文書館蔵）

  2.	 教務部が学生監に対して行なった坂村徹と中島広吉の品行調査	
	 （1913年、大学文書館蔵） 大学院進学の際の調査と思われる

  3.	 坂村徹の欧米留学出発挨拶の葉書（1917年、大学文書館蔵）

  4.	 木原均の自筆色紙（大学文書館蔵）「無与等者」は同じものがないことを	
	 意味する仏教用語、「一粒舎主人」は木原の号

  5.	 札幌農学校植物学教室の教員・学生（1906年ころ、植物園蔵）　

	 後列右が宮城鐵夫、前列右2番目に宮部金吾教授

  6.	 北海道帝国大学農科大学植物学教室の教員・学生（1918年、植物園蔵）	

	 後列左端が木原均

  7.	 坂村徹（1926年、大学文書館蔵）

  8.	 坂村徹がフランスの植物生理学者ギリエモンドの研究を
	 筆写したノート（大学文書館蔵）

  9.	 坂村徹の開識社での講演の様子を記す『辛夷』第2号（1912年、大学文書館蔵）

10.	 小麦研究記念碑（2019年撮影）理学部6号館の西に建っている

「大学院の設置」
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